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帯に分割する所謂 iDouble Zoning 現象」を見出した。
(iv) 従来，その原因が明かでなかった Double Zoning 現象を吸着帯の移動理論から詳細に検討し，混


































































の 3 段階に分類し，吸着帯の平衡液濃度分布とその移動率との関係を整理統一し，さらに，新しく， I固
有展開比J I固有成長量」および「自由成長量」の概念を導入し，従来，殆んど経験と勘とに依存してい
たカラムクロマトグラフィを理論的に整備して理論と実際との靭帯を強化すると日時に，共浮溶質，混合
吸着剤および混合格媒などが浴質の分別にどのような影響を与えるかを明らかばし，さらに，純粋な単一
治質が，カラムクロマトグラフ的には，あたかも 2 種の臭った溶質の混合物であるかのような特異な吸着
現象が現われる原因を究明して，発生および消失時期を理論的に予知し得る関係式を提出したことは，カ
ラムクロマトグラフィに関する理論を大きく展開して，難解な諸問題を理論的ならびに実験的に解決しT
乙とと相倹って，学術的にも工業的にも貢献するところ多大なものがある。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
-420 ー
.-1 
4宅
